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ち
が
見
て
い
る
米
国
を
中
心
と
す
る
大
国
の
海
外
基

地
シ
ス
テ
ム
の
歴
史
は
決
し
て
古
く
は
な
い
。
概
し

て
言
え
ば
、
私
た
ち
の
想
像
以
上
に
海
外
基
地
の
変

遷
は
激
し
い
。
現
に
私
た
ち
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米

nT
軍
基
地
の
閉
鎖
、
ソ
連
解
体
に
並
行
す
る
ソ
連
海
外

刃
心痴
基
地
の
閉
鎖
な
ど
、
海
外
基
地
の
盛
衰
の
歴
史
の
一

51
コ
マ
を
目
撃
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

種
四
五
歳
以
下
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
生
ま
れ
た
と

――-第
き
か
ら
日
本
に
米
軍
基
地
が
存
在
し
て
い
る
。
日
本

日18

の
人
々
の
中
に
い
つ
の
間
に
か
海
外
基
地
に
つ
い
て

月6

宿
命
観
が
住
み
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
現
状
を
考

姻
え
る
と
、
海
外
基
地
は
国
際
関
係
の
変
遷
の
中
で
、

11`
簡
単
に
無
く
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
聡
し
て
お

号

V
こ
と
は
有
意
義
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

5
 
7
 
第
今
世
紀
に
入
っ
た
と
き
、
イ
ギ
リ
ス
が
海
洋
帝
国

行発
と
し
て
君
臨
し
、
海
外
に
多
く
の
海
外
基
地
を
擁
し

日2
0
て
い
た
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研
究
所
の
報

1

告
に
よ
る
と
(

R

.

E

・
ハ
ー
カ
ヴ
ィ
ー
著
『
海
外

月年9
2
基
地
』
、
一
九
八
九
年
）
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
終

91
結
し
た
と
き
、
海
外
軍
事
基
地
網
は
、
ほ
と
ん
ど
植

暉
民
地
宗
主
国
間
の
対
抗
の
た
め
の
存
在
で
あ
っ
た
。

a
ィ
ギ
リ
ス
の
海
外
基
地
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
れ
に

阿ー
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
、

月毎
イ
タ
リ
ア
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
の
順
で
続
い
た
。
相

対
的
な
軍
事
力
の
大
き
さ
と
海
外
基
地
の
展
開
数
と

の
間
に
ほ
と
ん
ど
相
関
関
係
は
な
か
っ
た
。
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ア
メ
リ
カ
が
、
海
外
基
地
の
獲
得
に
乗
り
出
し
た

の
は
ハ
ワ
イ
ヘ
の
海
兵
隊
の
進
駐
に
始
ま
る
。
一
八

九
三
年
、
ち
ょ
う
ど
一

0
0
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

つ
い
で
ア
ジ
ア
植
民
地
分
割
に
参
加
し
よ
う
と
す
る

ア
メ
リ
カ
は
ス
ペ
イ
ン
と
の
戦
争
の
結
果
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
グ
ア
ム
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
、
キ
ュ
ー
バ
な
ど
を

獲
得
し
た
(
-
八
九
八
年
）
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
グ
ア

ム
の
米
軍
基
地
化
は
こ
の
時
点
に
始
ま
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
結
果
、
米
国
の
海
外
基
地
網

は
飛
躍
的
に
拡
大
さ
れ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界

大
戦
中
に
形
成
さ
れ
た
基
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
戦
後

も
温
存
し
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
試
み
は
、
多
く

の
抵
抗
に
遭
っ
た
こ
と
を
思
い
返
し
て
お
き
た
い
。

た
と
え
ば
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
N
A
T
O
結
成
時
（

1
9
4
9
年
）
に
加
盟
は
し
た
が
、
激
し
い
反
対
闘

争
の
中
で
平
和
時
の
米
軍
の
駐
留
を
拒
否
し
た
。

日
本
、
韓
国
の
米
軍
基
地
化
は
、
両
者
の
性
格
に

根
本
的
な
差
が
あ
る
に
せ
よ
、
い
づ
れ
も
第
二
次
世

界
大
戦
の
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
占
領
政
策
実

施
の
た
め
の
基
地
と
い
う
性
格
を
当
然
持
っ
て
い
た

が
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
同
時
に
、
す
で

に
始
ま
っ
て
い
た
米
ゾ
の
熾
烈
な
冷
戦
に
規
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。

戦
後
の
海
外
基
地
の
変
遷
は
、
冷
戦
構
造
抜
き
に

占
領
と
冷
戦
の
遺
物

米
軍
基
地
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恣
叩
疇
麟
瓢
真
霊
豆
誓
[
•
忍
攣
綴
澤
ぷ
拿
函
灼
．
総
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疇
響
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盛
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寧
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澤
露
心
疇
量
澤
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究
．
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尋
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悩
量
〖
疇
『
寧
彎
疇
疇
疇
疇
睾
~

ト
マ
ホ
ー
ク
艦
二
月
土
ハ
日
羞
軍
が
発

オ
プ
ラ
イ
エ
ン
の
属
。
こ
れ
で
な
ん
と
五
隻

日
の
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
の
母

藩
。
さ
す
が
の
市
長
も

ョ
コ
ス
カ
母
港
を

止
め
よ
う

□強
い
蘭
」
と
…
。

＂蔭量巨匿~t4f1,]'

海外基地のない世紀へ
正気への里程標

梅林宏道

1991年10月ヨコスカ・ピースフェスティバルで

海
外
基
地
の
役
割

海
外
基
地
は
転
変
す
る

「
一
九
九
0
年
代
は
、
相
互
依
存
と
民
主
主
義
的

価
値
と
自
己
決
定
の
尊
重
に
基
礎
を
置
き
、
私
た
ち

の
経
済
的
安
寧
と
地
球
環
境
の
生
き
残
り
を
考
慮
し

た
新
し
い
安
全
保
障
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
ま
た
と

な
い
機
会
で
あ
る
。
」
（
ジ
ョ
セ
フ
・
ガ
ー
ゾ
ン
著

『
太
陽
は
沈
ま
な
い
・
・
ー
米
国
の
海
外
基
地
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
抗
し
て
』
、
一
九
九
0
年
一

0
月）

「
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
、
こ
れ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
院

の
新
基
地
協
定
否
決
）
が
、
私
た
ち
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
、
そ
し
て
世
界
中
で
実
現
し
た
い
『
新
国
際
秩
序
』

で
す
。
私
た
ち
は
、
真
の
友
好
と
相
互
敬
愛
と
国
際

的
な
正
義
が
、
大
小
、
強
弱
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
国

民
を
支
配
し
、
国
家
間
の
協
定
に
二
重
基
準
は
許
さ

れ
ず
、
平
和
が
武
力
や
恐
怖
の
均
衡
で
は
な
く
、
精

神
の
力
と
正
義
と
人
権
の
保
証
、
愛
と
友
情
を
も
っ

た
相
互
の
抱
擁
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
よ
う
な
世
界

を
望
ん
で
い
ま
す
。
」
（
非
核
フ
ィ
リ
ピ
ン
連
合
声

明
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
民
か
ら
世
界
の
仲
間
へ
』
、
一

九
九
一
年
一

0
月
）

↑
’
戦
時
に
他
国
を
攻
め
る
基
地
を
自
国
領
土
外
に
確

i
i
i
民
か
ら
批
判
も

5
9

保
し
た
り
、
植
民
地
主
義
帝
国
の
維
持
の
た
め
に
ポ

＂副

9
i
ぷ
月
閃
か
に
し
ー
：
‘
i
註
炉
い
い
ば
咆
ル
ト
ガ
ル
に
始
ま
る
海
洋
帝
国
が
海
外
に
海
軍
基
地

云

〇

屯

胃

由

に

も

噸

』

9
，
八

ほ

山

疇

頑

賀

小

ai
a讚
は
隕

m
な噌檜といい:t"ぃ

認
じ
村
は
｀
詞
悶
t
拉
闘
ぃ

9
嘉い，し．
9

-

r

，
を
設
け
て
き
た
歴
史
は
古
い
。
し
か
し
、
今
日
私
た

は
考
え
ら
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
は
戦
後
直
ち
に
、
対

ソ
原
瀑
投
下
の
た
め
の
戦
略
瀑
撃
機
を
配
す
る
基
地

を
イ
ギ
リ
ス
と
沖
縄
に
設
け
た
。
続
い
て
他
の
核
兵

器
運
搬
シ
ス
テ
ム
の
配
備
、
核
戦
争
の
た
め
の
通
信

・
司
令
・
官
制
・
情
報
網

(
C
3
I
)
設
置
な
ど
が

急
速
に
進
展
し
た
。
戦
後
に
お
い
て
も
、
イ
ン
ド
支

那
情
勢
、
中
東
危
機
な
ど
地
域
的
な
緊
張
の
激
化
に

と
も
な
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
海
外
基
地
網
は
時
代
と
と

も
に
変
化
し
た
が
、
冷
戦
下
の
対
ソ
包
囲
基
地
だ
け

は
増
強
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
。
民
間
機
関
C
D
I

（
国
防
情
報
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
に
よ
る
と
、
一
九
八

九
年
時
点
で
ア
メ
リ
カ
の
海
外
基
地
は
一
＝
五
カ
国
、

主
要
基
地
三
七
五
、
小
さ
な
施
設
も
入
れ
る
と
二

0

0
0
に
上
る
。

こ
の
歴
史
を
考
え
る
と
、
冷
戦
の
終
結
、
ソ
連
の

解
体
は
、
ア
メ
リ
カ
の
海
外
基
地
網
に
根
底
的
な
大

変
革
を
も
た
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
海
外
基
地
の
役
割
に
つ
い
て
は
四
つ
が

掲
げ
ら
れ
て
き
た
。

第
一
は
、
他
国
へ
の
軍
事
介
入
の
た
め
の
出
撃
な

い
し
兵
姑
基
地
。
軍
事
介
入
は
と
り
わ
け
第
一
一
一
世
界

へ
の
米
国
の
政
治
介
入
の
切
札
で
あ
る
。
第
二
は
、

核
戦
略
を
支
え
、
核
戦
争
を
戦
う
た
め
の
基
地
網
゜

第
三
は
、
ア
メ
リ
カ
参
戦
の
導
火
線
の
役
割
。
と
り



そ
ん
な
中
で
、
昨
年
の
空
母
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス

の
横
須
賀
母
港
に
引
き
続
い
て
、
今
夏
、
ヘ
リ
空
母

ベ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
の
佐
世
保
母
港
、
五
隻
目
の
ト
マ
ホ

ー
ク
艦
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
の
横
須
賀
母
港
が
発
表
さ
れ

た
。
ア
メ
リ
カ
は
海
外
基
地
網
を
日
本
の
金
で
延
命

さ
せ
よ
う
と
し
、
日
本
政
府
は
無
条
件
で
そ
れ
を
受

け
入
れ
た
。

い
ま
こ
そ
、
日
本
か
ら
海
外
基
地
の
な
い
ニ
―
世

紀
に
向
か
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
運
動
を
起
こ
そ
う
と

提
案
し
た
い
。

号5
 
即
亜
熱
帯
の
太
陽
、
白
い
珊
瑚
礁
の
砂
浜
、
コ
パ
ル

-
T
 
知
ト
プ
ル
ー
の
海
、
そ
し
て
青
い
空
の
ト
ロ
ピ
カ
ル
リ

OEゾ
ー
ト
…
航
空
会
社
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
通
し

2
 
月
て
多
く
の
人
々
に
定
着
し
て
い
る
沖
縄
の
イ
メ
ー
ジ

1
-
年
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
防
衛
施
設

1
9
9
庁
が
央
竹
桃
の
植
樹
な
ど
で
米
軍
基
地
を
隠
し
て
い

行発
る
の
で
、
那
覇
市
街
や
ハ
イ
ウ
ェ
ー
で
マ
リ
ン
リ
ゾ

0
ー
ト
と
空
港
を
行
き
来
す
る
だ
け
で
は
沖
縄
の
米
軍

日2
 
頃
基
地
の
全
貌
は
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

月
沖
縄
戦
か
ら
二
十
七
年
間
の
米
軍
統
治
の
後
、
一

苺

九
七
二
年
五
月
一
五
日
に
沖
縄
が
米
軍
基
地
付
き
の

ま
ま
返
還
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
満
二
十
年
を
迎
え
よ

，
~
ー
、（
う
と
し
て
い
ま
す
。
米
軍
の
施
政
権
下
で
、
「
太
平
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知
っ
て
ほ
し
い

も
っ
と
み
ん
な
に

たしまし刊
．．． 
創

沖
縄
の
こ
と
を

時
代
錯
誤
の

在
日
米
軍
基
地
強
化

わ
け
韓
国
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
共
産
側
の
攻
撃
が
自

動
的
に
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
を
引
き
起
こ
す
た
め
の
仕

掛
け
で
あ
る
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。
第
四
は
、
政

治
的
利
益
の
保
持
と
影
響
の
誇
示
。

こ
こ
に
お
い
て
も
、
ソ
連
の
解
体
と
ド
イ
ツ
、
朝

鮮
半
島
な
ど
国
際
情
勢
の
根
本
的
変
化
、
民
族
自
決
、

国
家
主
権
・
人
権
の
不
可
侵
な
ど
へ
の
国
際
世
論
の

成
長
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
四
項
目
の
海
外
基
地
の

役
割
を
正
当
化
す
る
根
拠
も
世
界
世
論
の
支
持
も
、

今
日
全
く
失
わ
れ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

基
地
の
縮
小
t
し
返
還
が
返
還
時
の
約
束
で
し
た
。

し
か
し
、
今
な
お
広
大
な
米
軍
基
地
が
沖
縄
本
島
の

全
面
積
の
二
十
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
安
保

条
約
の
基
地
提
供
義
務
を
盾
に
、
日
本
政
府
に
よ
る

基
地
強
化
と
施
設
建
設
が
毎
年
、
何
百
億
円
の
予
算

で
進
行
し
て
い
ま
す
。

基
地
は
な
く
せ
る

洋
の
要
石

(
K
ey
st
o
n
e
of
 

P
a
c
i

f

i

c
)

と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
海
外
に
お
け
る
最
大
規
模
の
米
軍
基
地

の
島
に
な
っ
た
沖
縄
は
、
二
十
年
め
の
今
日
ど
う
な

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「沖経か
伊波洋—ー（宜野湾 rfi臓労）

キャロリン・フランシス（‘直教師）
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皿
1
間

，
 
人平今

、11
隊
[
衛
[
自ロ
町

[

昨
年
は
、
湾
岸
戦
争
の
勃
発
を
契
機
に
日
本
の
国

際
貢
献
を
め
ぐ
る
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
年
末

の
P
K
o
協
力
法
案
の
国
会
審
議
に
お
い
て
も
、
主

な
論
点
の
―
つ
は
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
に
あ
っ
た
。

自
衛
隊
が
合
憲
か
違
憲
か
の
論
議
は
別
に
し
て
も
海

外
派
兵
が
憲
法
第
九
条
に
反
す
る
と
の
意
見
は
大
方

の
世
論
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
．

と
こ
ろ
で
今
、
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
が
そ
の
事
実

に
気
付
か
な
い
ま
ま
、
自
衛
隊
に
関
し
て
き
わ
め
て

注
目
に
値
す
る
、
重
大
な
事
慈
が
進
行
し
て
い
る
。

9
1
.
8
.
1
0
付
「
ジ
ェ
ー
ン
・
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
・

（
九
ペ
ー
ジ
下
段
へ
）

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
」
は
次
の
よ
う
な
内
容
を
伝
え
て
い

る
。
「
日
本
の
陸
上
自
衛
隊
が
、
ハ
ワ
イ
で
実
弾
射

撃
演
習
な
ど
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。
7
4
型
主
力
戦

車
な
ど
約
七
0
台
の
車
両
、

1
5
5
ミ
リ
砲
、

A
H

1
1
s
攻
撃
ヘ
リ
な
ど
が
、
ハ
ワ
イ
に
あ
る
米
陸
軍

ポ
ハ
ク
ロ
ア
演
習
場
に
運
ば
れ
て
く
る
。
防
衛
庁
は

訓
練
場
の
使
用
料
を
明
ら
か
に
し
な
い
が
、
装
備
の

輸
送
料
だ
け
で
も
五
0

0
万
ド
ル
を
要
す
る
と
思
わ

れ
る
。
」

更
に
、

1
2
.
7
付
「
毎
日
デ
イ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
―

に
よ
る
と
、
演
習
の
時
期
は
今
年
1
1
月
で
あ
り
、
兵

員
は
三
二
六
人
で
あ
る
。

当
然
に
も
、
ハ
ワ
イ
先
住
民
か
ら
抗
議
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
真
珠
湾
攻
撃
の
五
十
周
年

に
、
同
じ
島
の
爆
撃
を
計
画
し
て
い
る
日
本
人
の
無

神
経
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
演
習
地
は
ハ
ワ
イ

先
住
民
の
保
護
地
域
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
日
本
軍

の
演
習
は
、
彼
ら
に
被
害
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

彼
ら
を
侮
辱
す
る
行
為
だ
と
彼
ら
は
語
っ
て
い
る
。

私
達
は
、
日
本
の
海
上
自
衛
隊
衛
隊
が
、
ハ
ワ
イ

の
聖
地
カ
ホ
オ
ラ
ウ
ェ
島
を
艦
砲
射
撃
し
た
前
例
を

思
い
起
こ
す
。
一
九
八
0
年
の
リ
ム
パ
ッ
ク
合
同
演

習
で
の
こ
の
爆
撃
に
対
し
て
、
ハ
ワ
イ
先
住
民
は
激

し
く
抗
議
し
た
。
そ
の
結
果
自
衛
隊
は
次
回
演
習
で

は
爆
撃
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
。

私
達
は
、
再
び
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
そ
う
と
し
て

い

る

の

だ

ろ

う

か

。

●

◆

く
わ
え
て
、
か
っ
て
村
や
町
を
丸
ご
と
接
収
し
て

建
設
さ
れ
た
た
基
地
群
ゆ
え
に
、
フ
ェ
ン
ス
ひ
と
つ

で
隣
り
あ
う
住
民
地
域
と
の
ト
ラ
プ
ル
が
、
い
つ
も

各
地
で
絶
え
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
各
地
で
自
治
体
ぐ

る
み
の
基
地
撤
去
運
動
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
東
村

の
ハ
リ
ヤ
ー
基
地
建
設
反
対
運
動
や
恩
納
村
の
都
市

型
戦
闘
訓
練
施
設
建
設
反
対
運
動
、
読
谷
村
の
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
訓
練
や
N
B
C

（
核
•
生
物
・
化
学
兵
器

用
防
御
訓
練
）
反
対
運
動
、
県
道
を
封
鎖
し
て
行
わ

れ
る
核
・
非
核
両
用
の
実
弾
砲
撃
訓
練
基
地
撤
去
運

動
、
嘉
手
納
基
地
へ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
移
駐
反

対
運
動
な
ど
で
す
。

米
国
は
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
米
軍
を
今
世
紀
中
に
計

画
的
に
撤
退
さ
せ
て
い
く
決
定
を
し
て
お
り
、
第
一

段
階
が
進
行
中
で
す
。
沖
縄
か
ら
も
五
千
人
規
模
の

兵
力
削
減
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
湾
岸
戦
争
」

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
完
全
撤
退
な
ど
で
一
時
的
に

米
軍
基
地
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
南
北

朝
鮮
の
和
解
と
非
武
装
地
帯
化
の
実
現
、
米
国
内
の

内
政
重
視
の
主
張
の
台
頭
な
ど
な
ど
を
背
景
に
、
沖

縄
か
ら
の
米
軍
の
撤
退
も
加
速
し
て
い
く
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
太
田
革
新
県
政
は

広
大
な
米
軍
基
地
の
跡
地
利
用
を
計
画
的
に
実
現
す

る
た
め
、
「
軍
用
地
転
換
特
別
措
置
法
」
を
提
起
し

て
い
ま
す
が
、
日
本
政
府
は
拒
否
し
て
い
ま
す
。
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吐

に

比

べ

て

、

合

意

の

過

程

と

範

囲

、

そ

し

て

形

式

か

『

見

て

、

こ

の

合

意

と

は

根

本

的

な

違

い

が

あ

る

。

f
 

月

，
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昨

年

の

十

二

月

十

一

日

か

ら

ソ

ウ

ル

で

開

催

さ

れ

て

い

た

第

五

回

南

北

高

位

級

政

治

（

首

相

）

会

談

は

、

予

定

を

一

日

延

長

し

て

十

二

月

十

三

日

に

、

「

南

北

間

の

和

解

と

不

可

優

お

よ

び

交

流

・

協

力

に

関

す

る

合

意

書

l

署

名

に

合

意

し

、

南

北

関

係

改

善

の

劇

的

な

第

一

歩

を

踏

み

だ

し

た

。

あ

わ

せ

て

「

核

問

題

，

一

を

解

決

す

る

た

め

の

代

表

接

触

を

十

二

月

中

に

板

門

店

で

行

う

こ

と

に

も

同

意

し

、

南

北

民

衆

に

と

っ

て

は

予

定

外

の

「

年

末

プ

レ

ゼ

ン

ト

」

を

贈

ら

れ

る

こ

と

に

な

っ

た

。
国

際

的

な

脱

冷

戦

潮

流

を

背

景

と

し

て

、

九

十

年

核
査
察
受
け
入
れ

の
背
景

南

北

高

位

級

政

治

会

談

は

、

決

し

て

順

調

に

の

み

進

展

し

て

き

た

わ

け

で

は

な

か

っ

た

。

そ

の

う

ち

で

も

最

大

の

障

害

は

共

和

国

の

「

核

査

察

問

題

」

で

あ

っ

た

。

こ

の

問

題

を

め

ぐ

っ

て

韓

国

・

米

国

そ

し

て

日

本

は

緊

密

な

共

同

歩

調

を

と

り

、

昨

年

十

一

月

二

十

日

か

ら

ソ

ウ

ル

で

開

催

さ

れ

た

第

二

十

三

回

安

保

協

議

会

で

は

、

共

和

国

の

核

開

発

に

韓

・

米

両

国

が

「

深

刻

な

憂

慮

」

を

表

明

し

、

そ

の

対

抗

策

と

し

て

、

共

和

国

の

核

開

発

脅

威

が

な

く

な

る

ま

で

、

駐

韓

米

軍

の

削

減

計

画

を

延

期

す

る

こ

と

に

合

意

し

た

。

そ

し

て

米

上

院

外

交

小

委

員

会

の

聴

聞

会

で

は

、

共

和

国

に

よ

る

核

兵

器

製

造

を

ス

ト

ッ

プ

さ

せ

る

た

め

に

、

「

米

国

が

北

朝

鮮

に

対

し

軍

事

行

動

を

と

る

こ

と

の

是

非

が

議

論

の

焦

点

と

な

っ

た

」

(
9
1
.
1
1
.
2
7朝

日

新

間

）

よ

う

に

、

国

際

的

な

緊

張

緩

和

と

逆

行

す

る

緊

張

の

高

潮

が

朝

鮮

半

島

を

覆

い

始

め

た

。

そ

し

て

同

じ

く

十

一

月

十

八

日

か

ら

北

京

で

行

わ

れ

て

い

た

第

五

回

朝

日

国

交

正

常

化

交

渉

は

、

再

び

共

和

国

の

「

核

査

察

問

題

」

を

め

ぐ

っ

て

対

立

し

、

何

ら

具

体

的

な

進

展

を

見

な

い

ま

ま

終

わ

っ

て

し

ま

っ

た

。

劇
的
な
一
歩
踏
み
出
し
た

「

12.13合
意
」

南

北

合

意

書

の

内

容

は

、

現

在

の

南

北

関

係

を

「

国

と

国

と

の

間

の

閲

係

で

な

く

、

統

一

を

志

向

す

こ

の

よ

う

な

共

和

因

に

対

す

る

強

硬

姿

勢

の

一

方

で

、

九

月

に

は

プ

ッ

シ

ュ

大

統

領

の

戦

術

核

兵

器

破

棄

方

針

が

表

明

さ

れ

、

続

い

て

十

一

月

八

日

に

は

直

泰

愚

大

統

領

の

朝

鮮

半

島

非

核

化

宣

言

が

発

表

さ

れ

た

。

こ

の

背

景

に

は

、

勿

綸

、

米

ソ

冷

戦

対

立

の

終

え

ん

と

湾

岸

戦

争

で

証

明

さ

れ

た

先

端

技

術

兵

器

の

存

在

、

空

、

海

か

ら

発

射

す

る

核

ミ

サ

イ

ル

に

よ

る

「

核

の

傘

の

維

持

」

と

い

う

こ

と

が

あ

り

な

が

ら

も

、

韓

国

・

米

国

の

対

共

和

国

シ

フ

ト

が

、

「

改

革

・

開

放

誘

導

政

策

」

へ

と

重

心

移

動

し

て

き

た

と

い

う

点

に

求

め

ら

れ

る

。
共

和

国

に

と

っ

て

も

、

社

会

主

義

諸

国

の

激

変

・

経

済

不

振

の

打

開

を

契

機

と

し

て

、

日

本

、

米

国

お

よ

び

南

と

の

関

係

改

善

に

積

極

的

と

な

っ

て

き

た

が

、

そ

の

条

件

と

し

て

提

示

さ

れ

た

の

が

、

①

国

連

加

盟

②

核

査

察

の

受

け

入

れ

③

南

北

対

話

の

積

極

促

進

ー

で

あ

っ

た

。

国

連

同

時

加

盟

に

応

じ

た

共

和

国

は

、

「

核

査

察

の

受

け

入

れ

」

を

外

交

カ

ー

ド

と

し

て

活

用

し

、

南

に

配

備

さ

れ

て

い

る

核

兵

器

の

争

点

化

と

そ

の

撤

収

に

連

結

さ

せ

て

き

た

。

そ

れ

は

、

先

ほ

ど

指

摘

し

た

進

展

を

生

み

だ

し

な

が

ら

、

も

う

一

方

で

は

、

第

五

回

朝

日

国

交

正

常

化

交

渉

に

見

ら

れ

た

よ

う

に

、

日

本

、

米

国

そ

し

て

南

と

の

関

係

改

善

に

と

っ

て

は

、

「

太

い

ト

ゲ

」

と

な

っ

て

き

た

の

だ

。

こ

う

い

う

経

過

を

経

て

、

最

終

的

に

は

昨

年

末

の

十

二

月

三

十

一

日

に

「

朝

鮮

半

島

の

非

核

化

に

関

す

和
解
へ
の

「
制
度
的
」

突
破
口

九

月

に

第

一

回

南

北

高

位

級

政

治

会

談

が

実

現

し

た

の

だ

が

、

こ

の

会

談

は

そ

れ

ま

で

の

南

北

会

談

と

は

内

容

・

レ

ベ

ル

と

も

に

大

き

く

異

な

っ

て

い

た

。

南

北

首

脳

会

談

を

除

外

す

れ

ば

、

最

も

高

レ

ベ

ル

の

協

議

で

あ

り

、

議

題

も

軍

事

対

決

問

題

の

解

決

と

信

頼

造

成

の

た

め

の

南

北

交

流

問

題

が

同

時

に

扱

わ

れ

る

、

多

次

元

交

渉

と

し

て

ス

タ

ー

と

し

た

の

だ

っ

た

。

そ

の

た

め

当

初

か

ら

大

き

な

期

待

が

か

け

ら

れ

て

い

た

の

で

あ

る

。

南
北
不
可
侵
合
意
の
意
義

る

過

程

で

暫

定

的

に

形

成

さ

れ

る

特

殊

な

関

係

」

と

し

て

位

置

付

け

、

①

南

北

和

解

②

南

北

不

可

優

③

南

北

交

流

・

協

力

④

修

正

お

よ

び

発

効

の

順

序

で

構

成

さ

れ

て

お

り

、

そ

の

内

容

は

、

南

北

の

平

和

共

存

体

制

を

確

実

・

安

定

な

も

の

に

す

る

と

い

う

点

に

重

点

が

置

か

れ

て

い

る

と

い

え

る

。

南

北

交

流

に

絶

え

ず

後

ろ

向

き

で

あ

っ

た

南

と

、

南

の

革

命

的

変

革

を

祖

国

統

一

の

核

心

事

業

と

し

て

き

た

北

が

、

平

和

共

存

体

制

の

構

築

へ

と

歩

み

よ

っ

た

こ

と

に

は

隔

世

の

感

が

あ

る

。

こ

の

合

意

書

へ

の

署

名

に

よ

っ

て

南

北

は

、

分

断

と

朝

鮮

戦

争

に

よ

っ

て

増

幅

さ

れ

て

き

た

対

立

と

不

信

状

態

を

「

清

算

」

し

、

和

解

と

協

力

を

促

進

す

る

た

め

の

「

制

度

的

」

突

破

口

を

手

に

し

た

と

言

え

る

だ

ろ

う

。

し

か

も

七

十
二
年
の
七
•
四
共
同
声
明
が
宣
言
的
で
あ
っ
た
の

第

五

回

南

北

高

位

級

政

治

（

首

相

）

会

談

に

お

い

て

、

南

北

双

方

が

譲

歩

し

、

一

挙

に

「

南

北

間

の

和

解

と

不

可

侵

お

よ

び

交

流

・

協

力

に

関

す

る

合

意

書

」

署

名

に

い

た

っ

た

背

景

に

、

南

北

双

方

の

腹

づ

も

り

が

あ

っ

た

の

も

当

然

で

あ

る

。

南

は

、

南

北

首

脳

会

談

の

早

期

実

現

に

連

結

さ

せ

よ

う

と

の

視

角

か

ら

合

意

書

署

名

に

応

じ

た

と

の

分

析

が

可

能

で

あ

り

、

北

に

と

っ

て

は

、

朝

鮮

半

島

で

の
平
和
定
着
•
朝
日
国
交
正
常
化
交
渉
の
進
展
と
朝

米

接

触

の

レ

ベ

ル

・

ア

ッ

プ

と

の

観

点

か

ら

、

南

当

局

者

と

の

対

話

促

進

と

合

意

が

不

可

避

と

な

っ

て

い

る

と

分

析

で

き

る

。

と

く

に

今

年

、

韓

国

は

国

会

議

員

選

挙

・

地

方

自

治

体

首

長

選

挙

そ

し

て

大

統

領

選

挙

が

予

定

さ

れ

て

い

る

が

、

執

権

勢

力

は

、

今

後

の

韓

国

政

治

を

決

定

す

る

権

力

交

替

期

を

迎

え

る

中

で

、

南

北

首

脳

会

談

の

実

現

を

国

民

の

支

持

パ

ラ

ム

（

旋

風

）

を

獲

得

す

る

最

有

力

手

段

と

し

て

活

用

し

よ

う

と

し

て

い

る

。

そ

の

た

め

に

、

南

北

首

脳

会

談

の

実

現

は

、

南

北

の

関

係

促

進

に

画

期

的

な

巨

歩

を

刻

み

な

が

ら

も

、

実

現

時

期

に

よ

っ

て

は

韓

国

の

民

主

化

進

展

に

負

担

と

な

る

可

能

性

も

否

定

で

き

な

い

。

（

次

ペ

ー

ジ

下

段

へ

）

南
と
北

そ
れ
ぞ
れ
に
腹
つ
も
り

る

共

同

宣

言

」

の

合

意

に

い

た

っ

た

の

で

あ

る

。

キ

ム

・

ク

ァ

ン

ナ

ム金

光

舅

（

在

日

韓

国

研

究

所

・

代

表

）

和
解
へ
の
道
が

見
え
て
き
た
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原子力潜水艦寄港回数の推移
(Port cal Is at Japanese Ports by the US Nuclear Po胃•red Su畑 arines)
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△沖縄ホワイトビーチ (WhiteBeach, Okinawa) 

●佐世保（Sasebol
35:九

年コ
ス
カ
ヘ
の
原
潜
入
港

こ
れ
ま
で
最
高
鼻
で
は
史
上
タ
イ

目
立
つ
短
時
間
・
反
復
入
港

昨

年

、

横

須

賀

に

は

三

十

五

回

原

潜

が

ー

入

港

し

た

。

一

昨

年

を

二

回

上

回

る

最

高

記

録

で

あ

る

。

そ

の

内

訳

は

ロ

サ

ン

ゼ

ル

ス

級

二

十

三

回

、

ス

タ

ー

ジ

ョ

ン

級

九

回

、

パ

ー

ミ

ッ

ト

級

三

回

で

あ

る

。

一

昨

年

は

そ

れ

ぞ

れ

、

十

八

回

、

十

一

回

、

四

回

で

あ

り

、

最

新

型

で

ト

マ

ホ

ー

ク

の

配

備

対

象

艦

で

あ

る

ロ

サ

ン

ゼ

ル

ス

級

の

入

港

比

率

が

増

加

し

て

い

る

。

全

国

的

に

見

る

と

、

寄

港

回

数

は

四

十

五

回

で

一

九

八

八

年

と

最

高

タ

イ

記

録

と

な

っ

た

。

横

須

賀

で

は

昨

年

は

、

岸

壁

に

切

岸

せ

2ず沖合に停
泊

し

、

短

時

間

で

出

港

す

る

一

沖

泊

ま

り

」

が

目

立

っ

た

。

実

際

に

は

一

昨

年

十

一

回

、

昨

年

が

八

回

で

あ

り

、

こ

の

二

年

間

の

特

徴

と

い

え

る

。

一

昨

年

の

中

東

湾

岸

危

機

か

ら

湾

岸

戦

争

終

結

ま

で

が

十

回

、

昨

年

八

月

以

降

が

六

回

で

あ

っ

た

。

こ

れ

以

外

の

三

回

は

、

一

昨

． 

年

の

四

月

か

ら

七

月

の

三

回

の

み

で

あ

る

。

中

東

情

勢

お

よ

び

ソ

連

情

勢

の

緊

迫

と

ヨ

コ

ス

カ

ヘ

の

短

時

間

入

港

の

増

加

が

一

致

し

て

い

る

と

言

え

る

。

梅

林

さ

ん

の

整

理

に

よ

る

と

、

こ

の

短

3時間滞在を情
報

交

換

型

、

長

時

間

滞

在

を

補

給

・

休

養

型

と

寄

港

目

的

を

分

類

し

た

と

き

、

一

昨

年

か

ら

情

報

交

換

型

の

寄

港

が

急

に

増

え

た

こ

と

に

な

る

．

そ

の

背

景

に

は

、

ト

マ

ホ

ー

ク

を

含

め

、

横

須

賀

基

地

の

対

潜

情

報

機

能

が

強

化

さ

れ

た

と

か

、

情

報

体

制

に

変

化

が

あ

っ

た

可

能

性

が

あ

る

。

こ

の

他

に

も

う

ひ

と

つ

の

特

徴

に

気

が

4っく。同一
艦

が

短

時

日

の

う

ち

に

入

出

港

を

繰

り

返

す

の

で

あ

る

．

一

昨

年

は

三

＼

四

回

で

あ

っ

た

の

に

、

昨

年

は

七

回

も

あ

っ

た

。

佐

世

保

で

も

同

じ

特

徴

が

見

ら

れ

た

。

◆

◆

鈴
木
春
男
（
非
核
市
民
宣
言
運
動
ヨ
コ
ス
カ
）

72 74 78 78 80 82 84 88 88 90 8 2 

（

前

頁

よ

り

）
統
一
問
題
へ
の

国
民
参
与
こ
そ
が
カ
ギ

南

北

合

意

書

の

署

名

に

よ

っ

て

、

南

北

は

政

治

・

軍

事

・

経

済

・

文

化

の

各

分

野

で

の

和

解

と

協

力

を

進
展
さ
せ
、
平
和
共
存
体
制
を
確
保
•
安
定
さ
せ
る

一

歩

を

踏

み

出

し

た

の

だ

が

、

合

意

内

容

は

、

抽

象

的

で

あ

り

、

そ

の

発

効

手

続

き

に

つ

い

て

国

会

は

実

質

的

に

は

な

ん

ら

関

与

で

き

な

い

と

い

う

点

を

指

摘

し

て

お

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

し

た

が

っ

て

こ

の

合

意

を

確

実

な

も

の

に

し

て

い

く

た

め

に

は

、

ど

う

し

て

も

統

一

問

題

へ

の

国

民

の

参

与

が

保

障

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

，

つ

ぎ

に

平

和

共

存

体

制

の

構

築

を

民

族

統

一

の

実

現

ー

異

な

っ

た

政

治

・

経

済

体

制

を

前

提

と

し

て

、

民

族

統

一

へ

と

発

展

さ

せ

よ

う

と

す

る

時

、

最

大

の

問

題

は

、

統

一

政

府

と

ソ

ウ

ル

・

ピ

ョ

ン

ヤ

ン

地

域

政

府

の

権

限

範

囲

に

な

る

だ

ろ

う

．

統

一

政

府

の

権

限

範

囲

を

広

げ

て

ソ

ウ

ル

・

ピ

ョ

ン

ヤ

ン

地

域

政

府

の

権

限

範

囲

を

小

さ

く

す

る

の

か

、

そ

の

逆

な

の

か

．

七
二
年
の
七
•
四
共
同
声
明
の
署
名
が
、
「
ソ
ウ

ル

側

を

代

表

し

て

・

ピ

ョ

ン

ヤ

ン

側

を

代

表

し

て

」

と

な

っ

て

い

た

こ

と

に

比

し

て

、

南

北

合

意

書

の

署

名

が

、

「

大

韓

民

国

国

務

総

理

・

鄭

元

植

、

朝

鮮

民

主

主

義

共

和

国

政

務

院

総

理

・

延

亭

黙

と

な

っ

て

い

る

こ

と

は

、

そ

の

示

唆

か

も

し

れ

な

い

。

●

●

東

西

冷

戦

が

終

結

し

、

東

欧

・

ソ

連

の

社

会

主

義

体

制

ま

で

崩

壌

し

て

、

世

界

が

大

き

く

変

り

つ

つ

あ

る

九

0
年

代

、

日

本

政

府

に

よ

っ

て

強

化

さ

れ

て

い

く

い

く

沖

縄

の

広

大

な

基

地

は

、

米

軍

撤

退

後

に

は

日

米

安

保

の

枠

を

越

え

て

ア

ジ

ア

に

対

す

る

日

本

の

巨

大

な

軍

事

的

拠

点

に

つ

な

が

っ

て

い

く

可

能

性

が

あ

り

ま

す

。

沖

縄

で

起

こ

っ

て

い

る

こ

と

を

、

国

内

だ

け

で

な

く

ア

ジ

ア

を

中

心

に

国

外

に

多

く

の

皆

さ

ん

に

知

っ

て

も

ら

う

た

め

、

私

た

ち

は

昨

年

十

一

月

、

月

刊

通

信

「

沖

縄

か

ら

」

と

英

文

「

O
K
I
N
A
W
A
V

O
I
C
E」
を

創

刊

し

ま

し

た

。

多

く

の

市

民

、

労

働

者

、

大

学

教

員

、

学

生

が

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を

作

り

、

編

集

委

員

会

を

中

心

に

、

沖

縄

で

毎

日

報

道

さ

れ

る

新

聞

記

事

を

中

心

に

編

集

し

て

い

き

ま

す

。

こ

の

小

さ

い

通

信

を

通

し

て

、

沖

縄

と

全

国

、

さ

ら

に

ア

ジ

ア

・

太

平

洋

の

各

地

と

つ

な

が

る

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

が

ひ

ろ

が

っ

て

行

く

こ

と

を

め

ざ

し

て

い

ま

す

。

多

く

の

み

な

さ

ん

が

、

購

続

し

て

く

だ

さ

る

よ

う

呼

び

か

け

ま

す

。

◆

◆

海
を
越
え
て

（

五

ペ

ー

ジ

か

ら

）
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原子力艦

入港捐§
-- --- ----- -

(4 2〉

訛者から

199 1年12月16日
~92年 1 月 1 ら日

P級二原—fh潜水艦パーミット級
S級＝原子力潜水艦スタージョン級
L級—原子力潜水艦ロサンゼルス級

♦ 1 2月21日午後1時58分原潜サンプランシスコ
(L級）横須賀に入港。

♦ 1 2月23日午前9時44分原潜タニー (S級）横須
買に入港

♦ 1 2月30H午後1時09分原潜ポギー (S級）横須
賀に入港

午後1時28分原潜ポギー (S級）横須
賀を出港．

◇ 同日

-- - - --
●1991り：I11111から12ll:i111の各地への脱 9'}J艦人
港回薮は

槽
佐世保
ホワイトピーチ

35阿（うち原潜3沌Q)
6[•1 （うち原潜61司）
4回（うち原潜4回）
............................ 

1992年

◇1月2日 午前9時43分原潜タニー (S級）横須
賀を出港。

午前9時50分原潜サンフランシスコ
(L級）横須賀を出港．

午後1時34分原潜サンフランシスコ
(L級）横須賀に人港．

午後2時O'i分原潜サンフランシスコ
（横須賀を出港）．

●1月11日 午前10時原潜サンフランシスコ (L級）
ホワイトピーチに入港．

午前10時30分原潜サンフランシスコ
(L級）ホワイトピーチを出港．

◇1月6日

●1月7H

◇同日

〇同日

●1992年1月1日から 1月15日の各地～乃原子力艦入
湯ょ

曾

十

一

月

最

後

の

日

曜

日

の

午

後

、

平

和

船

団

長

の

鈴

木

ヽ

ン

ゲ

キ

さ

ん

と

横

須

賀

港

の

掃

除

を

し

た

。

陸

か

ら

棒

や

網

で

ゴ

ミ

を

す

く

う

の

だ

が

、

そ

の

量

と

言

っ

た

ら

大

変

な

も

の

。

廃

材

、

空

カ

ン

、

ビ

ニ

ー

ル

な

ど

た

っ

た

1
0
mぐ
ら

い

の

岸

辺

で

山

の

よ

う

な

ゴ

ミ

を

す

く

い

集

め

た

。

臨

海

公

園

の

端

か

ら

端

ま

で

ゴ

ミ

を

す

く

っ

て

い

た

ら

一

週

間

く

ら

い

か

か

る

程

だ

ろ

う

。

夏

に

大

勢

で

や

っ

た

時

は

あ

ま

り

ゴ

ミ

が

な

か

っ

た

の

で

、

今

日

は

風

で

ゴ

ミ

が

沢

山

流

れ

て

い

た

ら

し

い

。

、

ン

ゲ

キ

団

長

の

話

で

は

ゴ

ミ

が

東

京

湾

を

グ

ル

グ

ル

ま

わ

っ

て

い

る

そ

う

だ

。

み

ん

な

で

軍

港

の

お

掃

除

を

し

よ

う

！

（

小

林

ヒ

ロ

ミ

ツ

／

団

体

職

員

／

横

浜

市

）

曾

政

治

状

況

の

厳

し

さ

は

、

ま

す

ま

す

お

金

の

あ

る

と

こ

ろ

と

な

い

と

こ

ろ

の

差

を

拡

げ

る

の

で

し

ょ

う

。

沢

山

の

ニ

ュ

ー

ス

レ

タ

ー

を

読

ん

で

い

て

何

時

も

ほ

っ

と

す

る

の

が

貴

誌

の

後

記

「

編

集

室

か

ら

」

で

す

。

僕

た

ち

も

、

も

の

す

ご

く

お

金

に

な

ら

な

い

仕

事

い

る

こ

と

に

、

感

動

の

念

を

禁

じ

得

な

い

。

仕

事

の

忙

し

さ

に

か

ま

け

て

、

資

料

が

ど

ん

ど

ん

た

ま

っ

て

い

く

の

を

横

目

に

見

な

が

ら

の

日

常

で

あ

っ

た

が

、

今

回

あ

ら

た

め

て

読

み

直

し

、

そ

の

具

体

的

な

反

基

地

運

動

の

重

要

さ

を

感

じ

た

。

前

号

(

7

4

)

に

あ

る

よ

う

に

「

平

和

運

動

は

守

り

の

意

識

か

ら

転

じ

て

攻

め

の

意

識

に

立

つ

べ

き

だ

」

(
1
0ペ
ー

ジ

下

段

右

）

と

の

認

識

に

は

同

感

で

あ

る

。

た

だ

の

通

信

会

員

で

す

が

さ

ま

ざ

ま

教

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

お

体

を

大

切

に

。

（

猪

野

修

治

／

教

師

／

大

和

市

）

＂

い

つ

も

「

ト

マ

喰

い

虫

」

を

お

送

り

い

た

だ

き

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

◇

p

k
o法案
は

民

社

が

降

り

て

、

自

公

で

強

行

採

決

し

た

と

思

っ

た

ら

、

I

行

司

差

し

戻

し

」

と

な

り

そ

う

な

雲

行

き

で

す

(
1
1
/

30現在
）

。

私

事

で

す

が

、

自

分

の

体

験

か

ら

警

察

等

国

家

権

力

を

監

視

し

、

不

正

を

ウ

ヤ

ム

ヤ

に

さ

せ

を

い

く

つ

も

か

か

え

、

他

人

事

と

は

思

え

な

い

（

お

）

氏

の

コ

メ

ン

ト

に

ジ

ー

ン

と

く

る

の

で

し

た

。

（

ほ

い

／

東

京

都

）

曾

私

の

朝

夕

の

祈

り

・

・

・

（

朝

）

神

様

仏

様

私

達

を

お

守

り

下

さ

り

、

現

代

人

と

し

て

の

責

務

の

一

端

を

果

た

さ

し

め

給

え

．

而

し

て

我

々

の

い

と

し

き

子

孫

を

原

爆

原

発

の

災

危

よ

り

免

れ

し

め

、

新

し

い

協

和

の

歴

史

の

建

設

を

な

さ

し

め

給

え

．

（

夕

）

神

様

仏

様

病

め

る

者

悩

め

る

者

に

力

と

光

を

与

え

給

え

。

力

と

能

力

の

あ

る

も

の

に

は

貧

し

き

心

を

与

え

給

え

。

而

し

て

皆

で

助

け

合

っ

て

其

々

の

生

活

を

全

う

す

る

こ

と
が
出
来
ま
す
よ
う
に

1
1
~

（
善
塵
／
東
京
都
）

＂

比

島

が

米

軍

基

地

を

拒

絶

し

、

韓

国

が

在

韓

米

核

の

全

部

の

撤

回

に

踏

み

切

ろ

う

と

す

る

時

、

最

後

ま

で

米

の

一

国

核

覇

権

に

屈

従

す

る

日

本

の

没

主

体

の

体

た

ら

く

日

ト

マ

喰

い

虫

社

の

任

務

更

に

重

し

。

共

に

敢

闘

致

し

た

し

．

（

石

黒

寅

毅

／

牧

師

／

高

崎

市

）

曾

梅

林

氏

の

「

ト

マ

ホ

ー

ク

北

朝

鮮

に

照

準

、

米

国

の

恐

ろ

し

い

本

気

」

に

あ

る

よ

う

に

、

ア

メ

リ

カ

が

北

朝

鮮

を

「

第

二

の

イ

ラ

ク

」

に

し

た

い

本

気

が

ひ

し

ひ

し

と

感

じ

ら

れ

る

こ

の

一

ヶ

月

で

し

た

。

毎

日

毎

夜

ニ

ュ

ー

ス

に

か

じ

り

つ

い

て

い

ま

し

た

が

、

十

二

月

二

六

日

夜

の

ニ

ュ

ー

ス

で

南

北

板

門

店

会

議

が

「

北

は

ノ

・

テ

ウ

声

明

を

信

用

し

て

核

査

察

に

応

ず

る

用

意

あ

り

」

と

報

じ

ら

れ

、

よ

う

や

く

ほ

っ

と

し

ま

し

た

。

ア

メ

リ

カ

も

こ

れ

で

是

非

良

心

的

に

す

べ

て

の

核

を

（

海

・

空

と

も

に

）

撤

去

し

、

公

平

に

核

な

い

よ

う

に

し

よ

う

と

思

い

‘

―

つ

の

サ

ー

ク

ル

を

つ

く

り

ま

し

た

。

名

称

は

警

察

監

視

委

員

会

(
P
o
o
l

l

i

c
e
 
H
o
ni
t

o
ri
n
g
 

C
o塁
i

t

t

e
e
略

称

P
M
C
)

で

す

。

も

っ

と

も

今

は

私

一

人

で

す

．

（

中

略

）

．

．

．

 

そ

ん

な

訳

で

、

ま

ず

第

一

に

P

M

C
の

活

動

を

ム

リ

を

せ

ず

コ

ン

ス

タ

ン

ト

に

続

け

よ

う

と

思

い

ま

す

の

で

、

貴

会

に

は

入

会

せ

ず

、

協

力

者

と

し

て

時

間

が

許

せ

ば

そ

の

つ

ど

参

加

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

そ

れ

ぞ

れ

の

人

が

、

そ

れ

ぞ

れ

の

地

域

で

、

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

で

社

会

正

義

と

平

和

の

た

め

に

働

く

の

は

平

和

勢

力

の

層

の

厚

み

に

な

る

と

思

い

ま

す

。

そ

の

際

各

地

域

の

人

が

孤

立

し

、

挫

折

し

な

い

よ

う

、

立

場

・

目

的

・

運

動

方

法

な

ど

を

相

互

に

尊

重

し

あ

っ

た

上

で

、

情

報

を

交

換

し

、

交

流

し

て

い

く

の

は

実

り

の

あ

る

こ

と

だ

と

思

い

ま

す

。

取

り

敢

え

ず

カ

ン

パ

と

し

て

切

手

を

同

封

致

し

ま

す

。

（

西

部

昭

生

／

甲

府

市

）

1回（うち原潜1回）
0回
1回（うち原潜1回）

訂塁
ホワイトピーチ

●

一

年

前

の

今

頃

は

、

連

日

、

寒

風

吹

き

す

さ

ぶ

都

会

の

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

の

道

を

コ

ー

ト

の

襟

を

た

て

な

が

ら

歩

い

て

い

ま

し

た

。

大

勢

の

友

達

と

一

緒

に

。

-

「

湾

岸

戦

争

を

す

ぐ

や

め

て

，

.

J

「

日

本

は

戦

争

の

た

め

に

九

0
億

ド

ル

も

の

お

金

を

だ

さ

な

い

で

！

」

.

.

.

。

今

年

、

ほ

の

か

に

梅

の

花

が

香

る

近

所

の

道

を

娘

と

散

歩

。

暖

か

な

冬

の

午

後

で

す

。

（

や

）

●

久

ぶ

り

に

ア

フ

タ

ー

・

フ

ァ

イ

プ

を

か

ち

と

っ

た

（

お

）

で

あ

っ

た

が

、

職

場

で

愛

用

す

る

電

卓

が

彼

の

身

か

ら

離

れ

て

く

れ

な

い

。

電

卓

が

彼

に

恋

を

し

た

わ

け

で

は

な

い

。

こ

の

電

卓

を

（

お

）

は

日

吉

の

事

務

所

ま

で

連

れ

て

来

て

、

毎

月

お

な

じ

み

の

会

計

報

告

を

仕

上

げ

る

の

で

あ

る

。

昼

も

パ

チ

パ

チ

、

夜

も

パ

チ

パ

チ

と

電

卓

を

た

た

く

の

は

因

果

な

身

の

上

だ

と

ひ

と

は

い

う

か

も

し

れ

な

い

。

け

れ

ど

も

一

仕

事

や

り

お

え

た

安

堵

感

と

、

あ

た

た

か

さ

を

取

り

戻

し

た

事

務

所

の

懐

具

合

に

（

お

）

の

心

は

和

む

の

で

あ

る

。

（

お

）

●

事

務

所

が

装

い

を

あ

ら

た

め

、

ス

ペ

ー

ス

も

広

く

な

り

ま

し

た

。

の

ぞ

き

に

来

て

だ

さ

い

。

（

た

） 絹
集
室
か
ら

査

察

に

応

じ

る

こ

と

を

望

み

ま

す

。

（

戸

石

あ

や

子

／

大

宮

市

）

曾

せ

め

て

タ

マ

に

は

発

送

の

お

手

伝

い

ぐ

ら

い

出

来

た

ら

と

願

い

つ

つ

、

果

た

し

て

願

い

は

い

つ

の

日

に

叶

う

や

ら

？

残

念

。

生

命

あ

る

限

り

は

、

核

の

な

い

世

へ

の

途

づ

く

り

へ

少

し

で

も

お

役

に

立

ち

た

い

と

切

望

す

れ

ど

、

平

和

へ

の

祈

り

を

踏

み

に

じ

る

p

k

0
法

案

に

怒

り

と

悲

し

み

で

一

杯

。

そ

れ

だ

か

ら

こ

そ

い

よ

い

よ

否

の

声

の

大

切

さ

を

痛

感

．

皆

様

の

尚

の

御

清

勝

を

祈

り

ま

す

（

斎

藤

美

智

子

／

国

分

寺

市

）

曾

No71に「
あ

き

ら

め

l

I

無

閲

心

」

過

半

数

と

あ

っ

た

が

何

処

の

国

で

も

戦

争

を

知

ら

ぬ

世

代

が

多

く

な

れ

ば

当

然

で

し

ょ

う

。

さ

り

と

て

こ

の

ま

ま

で

は

将

来

が

恐

ろ

し

い

。

各

国

が

真

実

を

教

え

る

歴

史

教

育

を

す

る

こ

と

が

大

切

．

わ

が

国

も

天

皇

制

が

な

く

な

ら

ぬ

と

真

の

民

主

主

義

の

国

に

は

な

ら

ぬ

．

p

k

0
よ

り

先

ず

迷

惑

を

か

け

た

国

々

へ

の

贖

罪

が

肝

心

．

去

る

十

一

月

二

十

日

p

k
o反対
の

い

ろ

ん

な

デ

モ

が

あ

っ

た

が

、

日

本

山

妙

法

寺

の

故

藤

井

日

達

師

の

ご

意

見

に

賛

同

す

る

私

は

日

蓮

宗

の

僧

侶

や

信

者

に

混

じ

っ

て

ハ

チ

公

像

前

の

反

対

祈

願

に

参

加

し

た

。

（

元

陸

軍

二

等

兵

・

川

原

満

雄

／

伊

東

市

）

響

昨

年

末

か

ら

の

正

月

休

み

に

、

考

え

る

と

こ

ろ

が

あ

り

梅

林

氏

等

が

や

っ

て

き

た

『

た

だ

の

市

民

が

戦

車

を

止

め

る

会

』

『

民

衆

の

声

』

そ

れ

に

『

ト

マ

喰

い

虫

』

の

機

関

紙

を

丹

念

に

院

ん

だ

。

若

い

時

か

ら

一

貫

し

て
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動

者
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場

か

ら

発

言

・

行
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て
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太平洋民衆フォーラム

海夕H店地の
ない世紀へ

日時： 19 9 2年5月3日～4日

場所：神奈川県県政総合センター・ホール

（横浜駅西口徒歩3分）

会計報告
(91. 12. 16~92. 1. 1&) 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

基調講演：クリス・ウィング（米プリンス

トン大学。元アメリカ・フレン

ズ・奉仕団軍縮運動コーディネ

ーター）

ゲスト：韓国、フィリピン、グアム、オー

ストラリア、ニュージーランド、

カナダなど。

PCDS（太平洋'illi肩撒廃運動）

トマ喰い虫社

神奈川を非核にする県民運動

NEPAの会

非核市民官言運動ヨコスカ

県民のいのちとくらしを守る共同行動委目会

生活クラブ生協神奈川

原水爆禁JI:国民会話

反核バシフィックセンター東京

NCC (日本キリスト教協議会）平和委員会

日本カトリック正義と平和協議会

よびかけ

［収入］

0前月からの繰越

経常繰越
借入金繰越

0今月の収入

会費収入

内雇：
訳 参加個人
通信会員

カンパ収入

行動収入※

資料収入

反核ホットライン収人

［支出］

●今月の支出 216,208 

家貫（ 1月分） 40,000 

水道光熱費 5,000 

電話代 15,381 

郵送費 53, 189 

文具，備品 2,441 

印刷費 35,552 

行動費※ 0 

資料経費 0 

反核ホットライン経費 。
雑費 865 

郵便振替等手数料 5,830 

事務所移転経費 7,950 

借人金遅済 50,000 

●次月への繰越 331 592 

経常繰越 A31,592 

借人金繰越 △100,000 

＊行動収入、経費は原則としてプログラム毎の独立
採算となっているため、これにあてはまらない一部
の収支のみが経常会計に計上されます。

△ 85, 277 

64, 723 
△150,000 

583,077 

451,500 

40,000 
179,000 
30,000 
48,000 
154,500 

126,277 

゜5,300 
゜

た

く

さ

ん

の

会

費

と

年

末

カ

ン

パ

を

送

っ

て

く

だ

さ

り

、

本

当

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

今

月

は

ご

ら

ん

の

よ

う

に

会

員

の

方

々

は

じ

め

読

者

の

ご

協

力

で

ニ

ヵ

月

つ

づ

き

の

ド

ン

底

の

財

政

状

況

か

ら

な

ん

と

か

脱

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

さ

ら

に

借

入

金

の

一

部

を

返

済

す

る

こ

と

が

で

き

、

ス

タ

ッ

フ

ヘ

の

う

れ

し

い

お

年

玉

に

な

り

ま

し

た

。

な

お

、

新

事

務

所

へ

の

本

格

移

転

に

と

も

な

い

、

こ

れ

か

ら

家

賃

が

上

記

の

金

額

と

な

り

ま

す

。

ご

了

承

く

だ

さ

い

。

こ

れ

か

ら

も

引

き

続

き

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。
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